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もうすぐ１1月になります。ポーポキは葉っぱが赤くなってくるのを見るこ

とが大好きです。そして秋の食べ物も青空も好き！秋にしかできないこと

を探すのも好きです。あなたは秋のどこが好きですか？ 

 

               

            
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

「一言の平和」コーナー 
ポーポキのお友だちの Raini にゃんは、次の「一言の平和」を送ってくれ

ました。「長い旅や複数の旅行を終え、大好きな人と一緒に家にいること

が疲れ切った身体と心を癒す最も良い方法です。」 

あなたは今日、どんな「平和」に出会いましたか？ぜひお聞かせください。 

ポーポキのメール ronniandpopoki (at) gmail.com！ 
  

 
 
 
 
 
 
 
 

ハッピー 
ハロウィー

ン！！！ 
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ポーポキ友情物語用語集 

ろにゃん 
 

ポーポキはたくさんの友だちがいます。日本語は努力をせずにしゃべることができる友だち

も、ほかの言葉が上手にできるけれど日本語でのコミュニケーションが困難な友だちもいま

す。そのような友だちにとって、大槌町でのポーポキ活動は特に大変です。少しでも楽にで

きるように、2017 年に「ポーポキ友情物語用語集」を作成しました。この 9 枚で構成され

る用語集には災害や復興に関することばや「お絵描きしませんか？」など、ポーポキの活動

で使うことばも含まれています。日本語（漢字、ふりがな、ローマ字）と英語の表記があり

ます。ポーポキの友だちは活動を始める前にいくつかの使いやすそうなことばを覚えたら、

お相手の方に用語集を見せながら一緒にコミュニケーションをはかることができるのがコ

ンセプトです。2017 年に初めて使ってからは少しずつ改善していき、2018 年 9 月にインド

ネシアのジョグジャカルタ市にあるガジャマダ大学で開催されたユネスコチェアサマープ

ログラム「ジェンダーや脆弱性に配慮した減災対策」で使ってみました。ここで使ったバー

ジョンにはインドネシア、台湾などの国から参加した友だちが自らの言語で書く欄もありま

した。いろいろな場所や状況の災害について学ぶのに用語が役に立ちましたが、翻訳は難し

い！同じ「仮設住宅」ということばを使っても、イメージが全然違うということを学びまし

た。今後、用語集をさらに改善しつつ、防災教育のみならず、国際理解の促進にも役立てて

いきたいと思います。 
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ポーポキのお友だちの汐梨さんは、「ポーポキ友情物語用語集」を使って、防災を考えてい

ます。今年の夏に台風が多く、避難勧告や避難指示が神戸でもよくでました。 
みんなが少しでも安全で安心できるように、ポーポキはお手伝いしたいです。 
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                   ラにゃん 
                         

 
9月にポーポキの神戸大学の仲間14名がインドネシアのガジャマダ大学で「ユネスコチェア

サマープログラム」という特別プログラムに参加しました。テーマは「災害支援におけるジ

ェンダーと脆弱性」。今回のインタビューは、みんなから一言ずつをまとめてみました。 
 
- Shuto Takamatsu 
ポーポキはどんな立場にある人にでも寄り添ってくれる存在だと思いました。 
 
- Seika 
ポーポキとインドネシア、たくさんの出会いに感謝！ 
 
- Mai Tokiya 
インドネシアで素晴らしい仲間に出会えました。 
 
- Naoko Uehara 
ポーポキがいると、学びが深くなるなと感じました。 
 
- Go Sen  
災害が成長を促す。その成長には、私たちの魂の脆弱性が含まれています。 
 
- Wataru  
全ての関わってくれた人と素晴らしい時間に感謝！ 
 
- Badur Un Nisa 
インドネシアでの2週間で、ポーポキは心から安らぎ幸せになったことでしょう。 
 
- Shang Shihua  
ポーポキがインドネシアで沢山友だちを作りました。そして友だちがみんな自然災害の無い

楽しい生活を送れるように祈っています 
 
- Taguchi Yurika 
世界中の誰とでも、言葉が通じなくても心で通じ合える。 
 
- Hiroki Matsui 
インドネシアで今までにない経験を得ることができました。 
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-Shari Yamamoto 
インドネシアの人びとの優しさが印象的で、機会があればまた行きたいと思います。 
 
-Mariko  
笑顔と優しさでいっぱいの国、インドネシア。 
 
-Hokuto Mori 
挑戦の大切さ。 
 
-Svetlana Babina 
平和はお互いに助け合ってお互いを了解することです。ポーポキは簡単で楽しい方法で災害

を理解するのに役立ちました。 
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Lesson 125  

今月のテーマは、目を閉じながらあそぼう！ 

 
１．まず、いつものように、美しく座りましょう。 

２．では、目を閉じて、腕を横へ広げましょう。右腕を伸ばしたままにしながら、左の人差し指を鼻までも

ってきましょう。次は、手を変えてみましょう。しっぽでもできますか？ 

３．次は、目をつぶったまま、再度手を広げましょう。今度は、真中で指が合うように手を合わせます。 

４．今度は、後ろで同じようにして、手を腰のあたりで合わせましょう。 

５．できてもできなくてもがんばりましたね。では、「できたポーズ」をどうぞ！ 

お疲れ様でした。少しリラックスできましたか？毎日、深呼吸・笑・リラックス、そしてポガを最低3分間

練習しましょうね。 

 

 

 

 

 

 

次回のポー会: 10月 30日 19:00～ 灘薬剤師会(JR六甲道すぐ) 
 

11.17 「ポーポキと一緒に平和を考える」第 31 回被爆者と区民の交流セミナー、主催：

杉並光友会（杉並原爆被爆者の会・杉並区）、杉並区立高円寺障碍者交流館

1 階集会室 13:30～16:30 入場無料 （次ページをご参照） 

12 月  ポー年会！ 

1.1２ 午後 第 2 回アートと災害の持ち寄りパーティ ポーポキと安全・安心を考えるイ

ベント(予定) 会場：神戸学生青年センター 

2.8～11 ポーポキ in 大槌町！(予定) 

ポーポキの友だちから 
新しい絵本：中條聖子著、ロニー・アレキサンダー訳『森のかんづめ』（日英版）エピック 

2017年 
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ポーポキ通信のバックナンバー：

http://popoki.cruisejapan.com/archives.html 
 「ポーポキのミニ平和映画祭」｢こくしのまど 52｣『神戸青年・Kobe YMCA News』No.652 2017.7-8 
 ESD Digital Archives, Kansai Council of Organizations for International Exchange http://www.interpeople.or.jp 
 関西国際交流団体協議会の「デジタルアーカイブ（ＷＥＢ版の事例集）にポーポキ！http://www.interpeople.or.jp 

 『平和を考える絵本出版 被災者支援きっかけに』 『神戸新聞』 （貝原加奈 2014.4.25 28 面） 

 ｢ボランティア 37 団体に助成 大和証券福祉財団｣ 『神戸新聞』 （2013.8.23 朝刊 地域経済 8 面） 

 「原爆の熱線で焼き付いたー "人影"再現、非核誓う」 『神戸新聞』 （2013.8.7 朝刊 22 面） 

 ｢被災 秘めた思い描いて｣ 「ひと人抄」 『読売新聞』 （2013.2.16 夕刊 4 面） 
 広岩近広 『安全』『安心』の社会は足元から」、ロニー・アレキサンダーインタビュー  『毎日新聞』 

2012.10.29 (「今、平和を語る」、夕刊、1 面) 
 R. Alexander. “Remembering Hiroshima: Bio-Politics, Popoki and Sensual Expressions of War.” 

International Feminist Journal of Politics. Vol.14:2:202-222, June 2012 
 「ポーポキと一緒につくり出す平和の根底に 9 条がある」NO : 66 2012 年 5 月 12 日［子どもと守る９条の会］   
 「布に希望 60 メートル」 阿久沢悦子 『朝日新聞』 2012.1.21 (兵庫・29 面) 
 ｢平和祈る声まとめ本に｣ 斎藤雅志  『神戸新聞』 2012.1.19  (伝える 1・17 3・11、22 面) 
 K. Wada. “Conversations with Ronni Alexander: The Popoki Peace Project; Popoki, What Color is Peae? 

Popoki, What Color is Friendship?” International Feminist Journal of Politics Vol.13, No.2, 2011, 257-263 
 S. McLaren. “The Art of Healing” (Popoki Friendship Story Project) Kansai Scene. Issue 133, June 2011, 

p.10. kansaiscene.com 
 R. Alexander. (2010) “The Popoki Peace Project: Creating New Spaces for Peace in Demenchonok, E., 

ed. Philosophy after Hiroshima. Cambridge Scholars Publishing, pp.399-418  
 「省窓」 『神戸青年』 No.606 2011.1.2 p.1 
 No.1 ｢『ポーポキ、平和って、なに色？』の背後にあるもの｣ (連載) とさぼりライフ第 19 号 2010.10:4 
 堀越健志「シリーズ：こくさいのまで⑮(パレスチナについて) 『神戸青年』 No.604 2010.9-10 
 「みんなでやれば、何にかが変わる！」 THE YMCA No.607 June 2010, p.1  
 [ ヒ ロ シ マ と 世 界 ：  被 爆 地 の 声  非 核 と 平 和 、 復 興 と 再 生 、 許 し と 命 の 尊 厳 訴 え ] 

http://www.hiroshimapeacemedia.jp/mediacenter/article.php?story=20100312140608602_ja 
 2010.3.15 中国新聞  ヒロシマ平和メディアセンター  
 FM COCOLO 76.5 ‘Heart Lines’ 2010.1.9  Interview: Ronni on Popoki in Palestine 
  “Human Rights, Popoki and Bare Life.” In Factis Pax Journal of Peace Education and Social 

Justice Vol.3, No.1, 2009, pp.46-63 (http://www.infactispax.org/journal/) 

 西出郁代 「ポーポキ、平和って、なに色？ﾛﾆｰ･アレキサンダーを迎えて」 『PPSEAWA』（日

本汎太平洋東南アジア婦人協会） No.63 2009.12, p.5.  

 「友情」第 2 号 2009.11 伊丹市国際・平和交流協会 年間事業報告 pp.1-2 

 「ともに・・・」 No.29 2010.1 家庭と保育所、学校園、地域を結ぶ在日外国人教育情報誌  ポー

ポキ・ピース・チャンレジ情報 p.12 
 区民情報誌「なだ」 2009.12, p.2. ポーポキ・ピース・チャレンジ情報。  

 「『ポーポキ、友情って、なに色？』」 「私のいち押し」 奥田光子 THE GAIDAI 2009.7.17 No.243 (関西外大通信) 

 「友情って･･･考える絵本」 朝日新聞 ｢生活｣(阿久沢悦子) 2009.7.2 

 「友情を考えて~人間と、ねこと、そして自分と～」 れ組通信  ＲＳＴ/ALN 2009.6.28  Ｎｏ．259, p.11  

 「カティング･エッジ」 第 35 号 2009.6 (北九州市立男女共同参画センター｢ムーブ｣) ｢新刊紹介：『ポーポキ、友情

って、なに色？ポーポキのピース･ブック 2｣（レベッカ･ジェニスン） p.3 

 「猫を通して平和を考える 絵本の第 2 弾を出版」 （斎藤雅志） 神戸新聞 2009.4.21 

 「ポーポキ、平和ってなに色？」 KOBE YMCA NEWS 「神戸青年」 2009.3.1 No.593 ｐ.2 

 「ポーポキ、ゴミってなに色？」 KOBE YMCA NEWS 「神戸青年」 2009.1.1 No. 592 ｐ.２ 

 「友だちになってくれませんか？」 ＲＳＴ／ＡＬＮ 2009.2.22 

 ラジオ番組の中のポーポキ！！！プロジェクト･メンバーの宇留賀佳代子さんがラジオ番組で紹介してくださいました。

ぜひお聞きくださいね。  http://www.kizzna.fm/ 録音番組。（リンクは現在無効） 

 やさしいから人なんです展パート２０ 実行委員会 『世界人権宣言』 ひょうご部落解放・人権研究所  ２００８．１０ 

500 円。 詳しくは： blrhyg@osk3.3web.ne.jp 

 「KFAW カレッジ ロニー・アレキサンダー氏 講演会」 エイジアン・ブリーズ/Asian Breeze No.54 October 2008, p.8 

（アジア女性交流・研究フォーラム）  

 「ピースセミナー in 熊本 あなたにとっての「平和」とは？」 Kumamoto YMCA News 10; Vol.437 October 2008, p.1 

 神戸新聞 「人権宣言 兵庫から発信 全 30 条 イラストで表現 地元ゆかり 6 名がパネル制作」 2008.10.8. 10 
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           私にとってポーポキ 

ラにゃん 

インドネシアの伝統芸術文化遺産のセンターであるジョグジャカルタで二週間を過ごした経験は言葉に

記述できるようなものではなくて、本当にユニークな旅行でした。景色はきれいだし、現地の人はすご

く優しいし、料理はおいしかった。 
 
神戸大学のチームの一員として、ガジャマダ大学医学部主催で開催された神戸大学ユネスコチェア「ジ

ェンダーや脆弱性に配慮した減災対策」サマープログラムに参加することができたことは本当に嬉しか

った。 
 

 
(初めて食べてみたココナツはインドネシアで一番楽しかった！) 
 
インドネシアの文化を体験したので、今はインドネシアの人たちと楽しい話を簡単にできるようになっ

ただけでなくて、私の友達と家族と平和を守るためにインドネシアの文化について話すことができるの

です。 
 
 
 
(伝統的なジャワ民族衣装を試着して、姫や王子のように

感じがしました) 

 

 

 

 

 
私にとって平和は文化交流と相互理解から始まると思いま

す。残念ながら、現在の多くの紛争や戦争は、人たちがお

互いの違いを理解していないことによって引き起こされて

います。基本的な原因は私たち人間のそれぞれの違いにあ

ると思います。 
 
このプログラムに参加して、仏教、ヒンズー教、イスラム

教などの異なる宗教を含むインドネシアの文化を体験する

ことができました。その文化は現地の人たちが話す 300 も

の言語や私が試着できたきれいで伝統的な民族衣装や辛さ

と甘さのバランスをしている美味しい料理などの面白い部

分を含んでいます。 
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 ご協力お願いいたします！ 

ポーポキ･ピース･プロジェクトは、『ポーポキ、平和って、なに色？ポーポ

キのピース・ブック１』（エピック、２００７年）、『ポーポキ、友情って、なに

色？ポーポキのピース・ブック２』（エピック、２００９年）、『ポーポキ、元気

って、なに色？ポーポキのピース・ブック 3』を題材に、全身で平和の意味

を探り、一人ひとりの「発見」を平和の創造に役立てようとする小さな平和

活動団体です。また、2011 年に起こった東日本大震災をきっかけに活動

をしており、『ポーポキ友情物語 東日本大震災で生まれた私たちの平和の旅』という本を

2012 年 1 月に発行しました。２００６年に設立されて以来、日本国内外で幅広く平和のため

のワークショップなどの開催を続けてきました。活動の資金はすべて本の売上や寄付によっ

て行っています。 

 これからも平和を考えるためのピース･ワークショップ、読み聞かせ、ピースキャンプ参加、

ポーポキのピース・ブックの翻訳（『ピース・ブック１』は既に１０ヵ国語に翻訳されている）、

『ポーポキのピース･ブック３』の執筆などの活動を中心に活動を続ける予定です。定期例会

「ポー会」を月に一度のペースで開催しています。一緒に活動なさりたい方はぜひご参加く

ださい。（ポー会の開催については、ポーポキ通信の「ご一緒にどうぞ」の欄をご参照された

い。） 

 また、こういった活動に対してのご協力、ご支援をぜひお願いいたいと存じます。本の購

入・寄付・本についてのコメント、感想、注文などについては、popokipeace@gmail.com へ 

お問い合わせください。 

なお、本についての問い合わせや注文は、お近くの書店、アマゾン、あるいはエピック

（TEL: 078-241-7561･FAX: 078-241-1918）へどうぞ。 

 

 

ポーポキ・ピース・プロジェクト popokipeace(at)gmail.com 
http://popoki.cruisejapan.com 
郵便振替口座番号 ００９２０－４－２８０３５０  

ゆうちょ銀行 店番０９９ 店名０９９店 当座 口座番号０２８０３５０ 

口座名  ポーポキ・ピース・プロジェクト神戸 

 

ポーポキ平和募金は一口 1500 円 何口でも結構です。 
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